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年度 担当部課

H29 上下水道部 部長 Ａ

次長 Ｂ

下水道整備課長 Ｊ

主幹兼浸水対策係長 Ｋ

浸水対策係員 Ｏ

H30 上下水道部 部長 Ａ

下水道整備課長 Ｊ

担当課長兼浸水対策係長 Ｆ

浸水対策係員 Ｏ

H31 上下水道部 部長 Ｃ

次長 Ｄ

下水道整備課長 Ｊ

担当課長 Ｆ

浸水対策係長 Ｐ

R2 上下水道部 部長 Ｃ

次長 Ｄ

下水道整備課長 Ｊ

担当課長 Ｆ

浸水対策係長 Ｐ

係員 Ｑ

R3 上下水道部 部長 Ｄ

下水道整備課長 Ｉ

担当課長 Ｌ

浸水対策係長 Ｐ

係員 Ｒ

係員 Ｑ

R4 建設部 部長 Ｅ

次長 Ｆ

浸水対策課長 Ｌ

主幹兼浸水対策係長 Ｍ

係員 Ｒ

係員 Ｓ

係員 Ｑ

R5 建設部 部長 Ｇ

次長 Ｆ

浸水対策課長 Ｌ

主幹兼浸水対策係長 Ｍ

係員 Ｒ

係員 Ｓ

係員 Ｑ

R6 上下水道部 部長 Ｈ

次長 Ｉ

浸水対策課長 Ｎ

主幹兼浸水対策係長 Ｍ

係員 Ｔ

係員 Ｒ

係員 Ｕ

浸水対策事業に係る年度別職員配置

部長・次長 課長級 係長・係員

m25083
1





西市街地（二級河川高野川流域）
事業間連携下水道事業

令和2年2月
京都府舞鶴市

二級河川高野川流域における総合的な治水対策二級河川高野川流域における総合的な治水対策

41㎜/h

浸水被害状況

高野川流域の近年洪水について

高野川流域の浸水被害の状況

m25083
③



高野川流域の浸水被害の状況

高野川流域の地形

高野川下流域における浸水メカニズム（イメージ）

高野川下流域における浸水被害は、市街地の地盤
高が低いため
①高野川の堤防を洪水、高潮が越える越水
②高野川から排水路等を通じた市街地への逆流
③高野川に雨水が排水できないことによる内水
などの要因が複合的に重なって発生

※支川静渓川や大手川、排水路等も同様の要因
によって浸水被害が発生

高
野
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真
名
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水
路

洪
水

高
潮
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越水
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▽洪水・高潮による水位

越水

逆流
内水

越水

▽平水位水路 排水管

横断図

イメージ図

逆流

※浸水エリアの着色はイメージ
であり、実際の浸水エリアとは
異なります。

しずたに
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越水

高野川流域における浸水メカニズム

総合的な治水対策の役割分担の考え方

■洪水・高潮・内水氾濫などの複合的な水害に対して

京都府と舞鶴市が連携、調整を図り、総合的な治水対策をとりまとめ、それぞ
れの役割分担のもと効率的かつ効果的な対策を推進する。

□高野川の堤防を洪水、高潮が越えることによる外水氾濫に対して

京都府が、高野川本川の流下能力の向上を図るために、堤防のかさ上げ、
河道掘削、護岸整備等を実施する。

□高野川や支川から排水路等を通じた市街地への逆流に対して

舞鶴市が、市街地への逆流防止対策として、逆流防止施設等を設置する。

□高野川や支川に雨水が排水できないことによる内水氾濫に対して

舞鶴市が、内水排除ポンプの設置、支川や排水路の改修、貯留施設の整備
などを行うとともに、宅地かさ上げに対する助成や各戸貯留などソフト対策を推
進する。
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総合的な治水対策の役割分担の考え方



高野川下流域における当面の治水対策と実施主体

区分 新たに実施する対策案 実施主体案

ハ
ー
ド
対
策

洪
水
・高
潮
対
策

○高野川本川堤防からの越水対策
・堤防かさ上げ、河道掘削、護岸整備 Ｌ＝610m（事業間連携河川事業区間）
・堤防のかさ上げ、河道掘削、護岸整備 Ｌ＝865m（交付金事業区間）
○高野川及び支川等からの逆流防止対策
・逆流防止施設設置 （事業間連携下水道事業）
○高野川河口部の高潮対策
・護岸等のかさ上げ Ｌ＝0.1km
・静溪川合流点の臨港道路嵩上げ Ｌ＝0.1km

京都府

舞鶴市

京都府

内
水
対
策

○内水排除ポンプ設置（事業間連携下水道事業）
・静渓ポンプ 5.5 m3/s
・竹屋ポンプ 0. 5m3/s
・大手ポンプ 6.5 m3/s
・折原ポンプ 1.0m3/s（交付金事業区間）
・松陰ポンプ 0.4 m3/s
・寺内ポンプ 1.1 m3/s
○水路の整備 Ｌ＝429m
・水路の整備 Ｌ＝2,300m（交付金事業区間）
○貯留施設の整備 ２箇所、約12,300m3（交付金事業区間）

舞鶴市

ソ
フ
ト
対
策

○宅地かさ上げなど建築物の耐水化 「舞鶴市宅地かさ上げ助成金制度」

○各戸における貯留施設等の整備 「雨水貯留施設（マイクロ呑龍）補助制度」

○開発に伴う調整池等の設置
○内水（高潮）ハザードマップ作成等による避難警戒意識の啓発
○水位計による監視体制の強化

住民・舞鶴市
住民・舞鶴市・京都府
開発者・舞鶴市・京都府
舞鶴市
京都府・舞鶴市

• 実施にあたっては、更に詳細な検討を行ったうえで施設の位置や規模を決定する。
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対策と実施主体

ハード対策①河川改修

ハード対策②港湾事業

主なハード対策③

内水排除ポンプ設置（実施主体：舞鶴市）

高野川流域において、高野川との合流点において
内水排除ポンプ（ゲートポンプ等）を設置する。

※ゲートポンプとは、樋門ゲートと水中ポンプを
一体化した強制排水設備のこと

ポンプ

箇 所 排水量

P1：静渓ポンプ 約5.5m3/s

P2：竹屋ポンプ 約0.5m3/s

P3：大手ポンプ 約6.5m3/s

P4：松陰ポンプ 約0.4m3/s

P5：寺内ポンプ 約1.1m3/s

P6：折原ポンプ 約1.0m3/s

大手川流域

折原水路流域

静渓川流域

11

竹屋排水区

P1

P2

P3

P4

ゲートポンプ設置のイメージ

ポンプ

ポンプ

※高野川の水位が計画高水位に
達した場合、ポンプは停止する。

P5

P6

ハード対策③内水排除ポンプ



箇 所 貯留量

貯留１：西舞鶴駅東口周辺 7,800m3

貯留２：折原水路中流域 4,500m3

箇 所 延長

静溪川、大手川、折原水路、左岸流域 約2.7km

2期施工

箇 所 延長

大手川、左岸水路 約0.43km

静溪川、大手川、折原水路流域 約2.3km

ハード対策④貯留施設、水路整備

ハード対策⑤

・ 逆流防止施設の設置
高野川や支川から排水路等を通じた市街地への逆
流に対して排水路の吐出口に逆流防止施設（フラッ
プゲート等）を設置する。

・ 吐出口等の集約
高野川への吐出口が多数あるため、河川の護岸整
備や下水道のポンプ場整備、道路事業等に合わせて
吐出口の集約を図る。

高野川及び支川からの逆流防止対策（実施主体：舞鶴市）

フラップゲート設置の事例

箇 所 箇所数

高野川左岸 ６２ 箇所

高野川右岸 ６４ 箇所

13

新橋(R175) ～円隆寺橋間の吐出口

【現 在】 吐出口からの逆流の状況

吐出口

吐出口の統廃合イメージ

高野川に合流する吐出口（排水路の流末）からの逆流
を防止し、洪水及び高潮による浸水被害を軽減する。

既
設
排
水
路

既
設
排
水
路

既
設
排
水
路

既設吐出口
（廃止・閉鎖）

既設吐出口
（廃止・閉鎖）

吐出口の集約

高野川

排水路の集約

ハード対策⑤逆流防止対策

主なソフト対策①②

宅地のかさ上げなど建築物の耐水化（実施主体：舞鶴市） 各戸貯留の促進（実施主体：地元・舞鶴市・京都府）
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ゲリラ豪雨などによる市街地での雨水流出抑制を図
るため、家庭用の雨水貯留施設設置者に対して補助金
を交付し、市民協働による治水対策と雨水有効利用に
対する取り組みを平成29年度から実施する。
対象区域は西地区浸水対策事業区域、補助対象は
100ℓ以上の設備購入費とし、設置促進を図っていく。

【雨水貯留施設（マイクロ呑龍）補助制度】

◎補助額の上限 ⇒ 45,000円
◎補助率 ⇒対象経費の3/4

西市街地の対象エリアにおいて、浸水被害の防止・
軽減を図るため、住宅等の地盤のかさ上げを行う者
に対して、その費用の一部を助成し、安心で安全なま
ちづくりを推進する。（平成２８年度から実施）

【舞鶴市宅地かさ上げ助成金制度】

◎対象経費の上限は ⇒ 3,000千円
◎補助率は ⇒ 1/3（市内業者が施工の場合）

1/4（上記以外の場合）

宅地かさ上げイメージ図

ソフト対策①②

ソフト対策③



【計画名称】 事業間連携下水道事業の概要
河川・下水の法定計画
・河川（整備計画 W=1/10)

・下水道（雨水：事業計画W=1/10)

流域浸水対策プランで対象とする降雨
平成29年10月台風21号 総雨量337㎜、最大時間雨量41㎜

事業間連携下水道事業の概要

高野川流域の総合的
な治水対策について
、京都府・舞鶴市から
なる「二級河川高野
川流域における総合
的な治水対策協議会
」で検討し、住民から
なる「西市街地浸水
対策促進協議会」とも
連携し、関係機関が
対策を実施。

当面の治水対策（平成16年台風23号と同規模）は、概ね10年間で実施するが、効率的・効
果的に整備を行うため、以下のとおり、平成31年から概ね5年間、さらに以降概ね５年間に
分けて実施する。

事業の目的・目標

○平成31年から概ね5年間【平成29年台風21号対応】

• 河川改修は、静渓川合流点から堀上橋までの区間（L=610m）において、床上浸水対策
特別緊急事業により、下流から集中的に整備し、平成29年台風21号による床上浸水
被害を解消する。

• 内水排除ポンプは、河川改修の進捗に合わせて、5箇所整備することとする。
なお、内水排除ポンプと関連する水路についても先行して整備を進める。

平成29年台風21号と同規模の洪水に対して、床上浸水被害が解消

○さらに以降概ね5年間【平成16年台風23号対応】

平成16年台風23号と同規模の洪水に対して、堀上橋から出雲谷橋上流付近ま
での区間において、床上浸水被害が解消

• 河川改修は、堀上橋から出雲谷橋上流付近までの区間において、順次下流から整備
する。

• 内水排除ポンプは、河川改修の進捗に合わせて、折原水路合流点に整備するとともに
残る貯留施設、水路を整備する。

事業の目標

大手川

高野川

静渓川

西
舞
鶴
駅

浸水深さ

45cm以上

20cm以上

10cm以上

大手川

高野川

静渓川

西
舞
鶴
駅

事業間連携下水道事業の効果事業効果 （H29年台風21号規模）シミュレーションより

対策前 対策後
床上浸水 297戸 22戸 戸
床下浸水 1104戸 187戸 戸

床上浸水 104戸
床下浸水 257戸

大手川

高野川

静渓川

西
舞
鶴
駅

大手川

高野川

静渓川

西
舞
鶴
駅

浸水深さ

45cm以上

20cm以上

10cm以上

事業間連携下水道事業の効果事業効果 （H25年台風18号規模）シミュレーションより

実績図

対策前 対策後
床上浸水 131戸 17戸
床下浸水 388戸 139戸

床上浸水 185戸
床下浸水 161戸



大手川

高野川

静渓川

西
舞
鶴
駅

大手川

高野川

静渓川

西
舞
鶴
駅

浸水深さ

45cm以上

20cm以上

10cm以上

事業間連携下水道事業の効果

対策前 対策後

床上浸水 241戸 23戸 戸

床下浸水 654戸 201戸 戸

事業効果 （H16年台風23号規模）シミュレーションより

実績図

床上浸水 156戸
床下浸水 642戸

事業間連携下水道事業の投資効果事業間連携下水道事業の効果

• 協議会において取りまとめた治水対策の具体化を図るべく、平成29年度に河川

整備基本方針、河川整備計画を策定並びに下水道の都市計画決定、事業計画
を策定。平成30年度は実施設計を行い令和元年度から集中的に実施する。

• 実施にあたっては、西市街地浸水対策促進協議会など地域住民の意見を聴いて
整備を行うこととする。

• 本協議会に替えて、京都府と舞鶴市の実務者で構成する推進・調整会議を設置
し、 取組状況の報告、進捗の確認、課題の調整等を行うとともに、対策の推進を
図る。

今後の進め方

今後の事業スケジュール今後の事業スケジュール



• 以下参考資料

Ｐ Ｐ

事業効果 （イメージ）

事業間連携事業区間

費用便益比の算定根拠費用便益比の算定根拠（基本条件）
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1日あたり一般世帯清掃労働対価評価額

50cm未満 50～99cm 100～199cm 200～299cm 300ｃｍ以上

82.5 147.6 206.5 275.9 326.1 343.3

50cm未満 50～99cm 100～199cm 200～299cm 300ｃｍ以上

470 925 1,714 3,726 6,556 6,619
20　千円/ha

1,489　千円/人
在庫資産※

単価
215.3　千円/人
13,085　千円/人

9.0%

床下
千円/世帯

床上　千円/世帯

床下
千円/事業所

床上　千円/事業所

償却資産※
4,123　千円/人

36　千円/人

11,093　円/日

直
接
被
害
額

間
接
被
害
額

項　　　　　目
①家屋被害額(p.254)
②家庭用品資産被害額(p.255)

④公的機関における応急対策費用(p.262)

②家庭における応急対策費用(p.260)
①営業停止損失(p.259)
④公共土木施設等被害額(p.258)

③事業所償却・在庫資産被害額(p.255)

代替活動等支出負担単価

③事業所における応急対策費用(p.261)

算定基準 下水道事業における費用効果分析マニュアル

分析方法 現在価値比較表

年度別建設費（左岸） 年度別建設費（右岸）

単位当り被害額

費用便益比の算定根拠費用便益比の算定根拠（年平均浸水被害防止額）
②

/²>á>Ù>ãF·�º�¹�’�•�È/Õ��75�F8 Fþ'ì��)��Ý （舞鶴市）左岸

流量 ① ② ③ ④ ⑤ ④×⑤ 年平均

規模 年平均 事業を実施 事業を継続 被害軽減額 区間平均 年平均 被害額の

超過確率 しない場合 した場合 （①-②） 被害額 区間確率 被害額 累計

（未整備） （計画完成時） （百万円） （百万円） （百万円）

2 0.5000 0 0 0 0 － 0 0

5 0.2000 6,367 3,176 3,191 1,596 0.3000 479 479

10 0.1000 6,792 3,741 3,051 3,121 0.1000 312 791

30 0.0333 7,047 4,740 2,307 2,679 0.0667 179 970

50 0.0200 7,296 4,975 2,321 2,314 0.0133 31 1,000

（平成30年度価格）　

● 年平均超過確率＝1/確率年＝1/5＝0.200

● 区間平均被害額＝流量規模2区分の平均　　例：（2年確率被害軽減額+5年確率被害軽減額）÷2

● 区間確率＝年平均超過確率2区分の差 　例：2年年平均超過確率　1/2＝0.5　から

5年年平均超過確率　1/5＝0.2を差し引く　0.5-0.2＝0.3

未整備

　 直接被害額

5年 10年 30年 50年

（1）家屋被害資産額 2,258,611 2,624,906 3,920,810 4,024,841

（2）家庭用品資産被害額 1,007,833 1,262,166 1,819,391 1,853,935

（3）事業所償却・在庫資産額 1,163,650 1,314,933 1,638,256 1,697,243

（4）公共土木施設被害額 398,708 468,180 664,061 681,842

4,828,802 5,670,185 8,042,517 8,257,860

　 間接被害額

5年 10年 30年 50年

（5）営業停止損失 480,643 542,592 631,411 670,291

（6）家庭における応急対策費　清掃 42,328 48,146 61,347 65,645

代替活動 76,301 85,276 109,394 117,379

（7）事業所における応急対策費 91,927 104,634 122,389 129,439

（8）公共機関における応急対策費 840 960 1,220 1,300

692,038 781,607 925,761 984,054

5,520,841 6,451,792 8,968,278 9,241,915

整備

直接被害額

5年 10年 30年 50年

（1）家屋被害資産額 526,181 588,762 743,912 826,419

（2）家庭用品資産被害額 190,897 217,211 264,749 290,029

（3）事業所償却・在庫資産額 298,110 364,962 506,532 612,709

（4）公共土木施設被害額 91,367 105,384 136,367 155,624

1,106,554 1,276,319 1,651,559 1,884,781

間接被害額

5年 10年 30年 50年

（5）営業停止損失 166,147 210,211 303,523 373,507

（6）家庭における応急対策費　清掃 21,276 23,199 30,875 34,957

代替活動 39,093 42,599 56,872 64,462

（7）事業所における応急対策費 30,854 38,844 55,764 68,454

（8）公共機関における応急対策費 500 600 860 960

257,870 315,453 447,894 542,340

1,364,425 1,591,772 2,099,454 2,427,121

Eƒ�}%�$Î#Õ�m�œFÿF¸'ö�úFþ�¦��2��ž2(�m�œFûFö$Î#ÕFéG�F¹

合計

被害額（千円）

計

被害額（千円）

計

合計

被害額（百万円）

被害額（千円）

計

被害額（千円）

計

左
岸

右
岸



費用便益比の算定根拠費用便益比の算定根拠（分析結果）
② 割引率 4.0 ％

費 用(C) 6,416.6百万円

便 益(B) 27,717.7百万円

費用便益比(B/C) 4.32

純現在価値(NPV)（B-C） 21,301.1百万円

左岸

右岸

割引率 4.0 ％

費 用(C) 1,441.8百万円

便 益(B) 17,704.6百万円

費用便益比(B/C) 12.28      

純現在価値(NPV)（B-C） 16,262.8百万円
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東・西市街地の浸水対策事業
及び

静渓ポンプ場建設（第21-1）工事
変更契約について

二級河川高野川流域における総合的な治水対策 令和5年11月15日
各派幹事会資料
浸 水 対 策 課

Ｐ

西市街地浸水対策事業内容 （イメージ）

事業間連携事業区間

P

Ｒ27
市役
所

Ｒ27

寺川排水区

市場排水区

東市街地浸水対策事業

主なハード対策③

◆工事名：静渓ポンプ場建設（第21-１）工事

◆工 期：令和３年６月１日～令和7年1月31日

◆請負金額：(当初) 596,200,000円

◆請負業者：鶴美・ホクタン・サン開発 JV

◆工事内容：高野川流域で内水対策のため
行っている、事業間連携事業のうち、
静渓川河口付近に建設予定の雨水
排水ポンプ場に係る土木工事

◆関連工事：機械設備工事・・・発注済
電気設備工事・・・未発注 建築工事・・・未発注

静渓ポンプ場建設（第２１-１）工事 概要

m25083
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静渓ポンプ場建設工事の変更概要

基礎工の面積、深度変更

障害物の撤去

薬液注入工・
掘削土・改良

矢板延長の変更等

主なハード対策③

◆主な変更内容
●再土質調査による、基礎工の面積、深度の変更
●矢板長の変更、躯体築造を構台の再精査によるもの
●箇所内の障害物撤去
●掘削土の改良費、地盤変位に伴う薬液工
●その他

請負増額 約9億円

【静渓ポンプ場 工程表（予定）】

静渓ポンプ場建設工事 変更概要

R5 R6 R7 R8 R9 R10 R11

静渓ポンプ場　建設

静渓ポンプ場　機械

静渓ポンプ場　電気

静渓ポンプ場　建築

静渓ポンプ場の変更について

◆静渓ポンプ場 変更について

case 1 現契約を解除し、再発注。
変更が多く、設計の見直しが必要であることから、いったん契約を解除
し、再設計を行う。⇒受注者に損害の補償及び再設計費用を要する。

case 2 変更契約を行い、完成させる。
現場を調査し、熟知し、施工計画を立案していることから、変更契約を
行い進めることが、費用が少なく、早期の完成が見込める。

case 3 事業計画から再検討
case1と同様であるが、事業計画から見直す。

⇒都計変更、下水事業計画変更、再設計、用地取得など、多額の費用
、期間を要する。

静渓ポンプ場の変更について

→西市街地のⅡ期事業、東市街地の整備計画の再検討を行うことで、事
業費の平準化をおこなう。

→請負業者は、施工に向け現地調査を行う中で課題等を熟知し、詳細な
施工計画を立案している。

→他の業者では、更なる時間と費用が発生するため、現在の契約におい

て、全ての土木工事を完成させる事が、最小のコスト、早期完成と考
えます。

→西Ⅰ期の事業費については、増額となりますが、静渓ポンプ場含め、

計画中のポンプ施設の完了及び府・高野川河川整備の完了が、西市街
地高野川流域の浸水被害軽減になるものと計画しておりますので、現契
約の増額変更を行い、引き続き工事を進める。



浸水対策事業 全体工程の見直し

R5 R6 R7 R8 R9 R10 R11 R12 R13～

西　Ⅰ期

西　Ⅱ期

東

大橋架替工事など

調査・設計など

寺内ポンプ場 工事

調査・設計など

静渓ポンプ場 工事

事業期間延長

寺内ポンプ場イメージ図 竹屋可搬式ポンプ

以上

主なハード対策③

◆主な変更内容
●再土質調査による、基礎工の面積、深度の変更 442,000千円
●矢板長の変更、躯体築造を構台の再精査によるもの 227,000千円
●箇所内の障害物撤去 162,000千円
●掘削土の改良費、地盤変位に伴う薬液工 85,000千円
●その他 8,000千円

請負増額計 924,000千円
全体工程【静渓ポンプ場】

静渓ポンプ場建設工事 変更概要

（千円）

合計 R3 R4 R5 R6 R7 R8 R9 R10

静渓ポンプ場　建設 1,545,941 84,100 123,841 200,000 400,000 400,000 338,000

静渓ポンプ場　機械 400,000 200,000 200,000

静渓ポンプ場　電気 150,000 70,000 80,000

静渓ポンプ場　建築 60,000 60,000

合計 2,155,941 84,100 123,841 0 200,000 400,000 400,000 668,000 280,000



静渓ポンプ場の変更について

静渓ポンプ場の変更について

静渓ポンプ場の変更について



                                                             

令和 6 年 1 月 30 日 

浸 水 対 策 課 

静渓ポンプ場建設工事の契約状況 

事業費及び工事スケジュール 

 

土木工事【静渓ポンプ場建設（第21-1）工事】 

請負業者：鶴美・ホクタン・サン開発 特定建設工事共同企業体 

 

・障害物撤去終了 

 

機械設備工事【静渓ポンプ場機械設備（第 21-4）工事】 

請負業者：クボタ・西口工業 特定建設工事共同企業体 

 

・未着手 

静渓ポンプ場 工事費 R3 R4 R5 R6 R7 R8 R9 R10

当初 596,200,000

変更後 1,500,000,000

当初 358,078,600

変更後 358,078,600

当初

変更後

当初

変更後

当初 約1,200,000,000

変更後 約2,100,000,000

※上段　変更前　　　下段　変更後

未発注

未発注

計

土木工事

機械設備工事

電気設備工事

建築工事

請負金額 契約日 主な変更理由

当初契約 ¥596,200,000 令和3年5月31日 令和3年6月1日 ～ 令和5年1月31日

第1回変更 ¥831,891,500 令和4年12月7日 令和3年6月1日 ～ 令和5年3月31日 障害物撤去の増額

第2回変更 - 令和5年3月30日 令和3年6月1日 ～ 令和7年1月31日 工期変更

第3回変更 ¥875,508,700 令和5年5月2日 令和3年6月1日 ～ 令和7年1月31日 中止期間中の現場経費など

第4回変更予定 ¥1,500,000,000 令和3年6月1日 ～ 令和9年度内 設計の見直しによるもの

工　　　期

静渓ポンプ場  

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

主な変更金額 

 

（千円）

番号 概算金額 主な理由

① 148,000 障害物撤去

② 403,000 改良深さ　16ｍ→20ｍ、改良面積　360ｍ2→450ｍ2

③ 97,000 矢板　深さ変更、打ち込み延長　約88ｍ追加

④ 110,000 作業ステージ　410ｍ2→1,200ｍ2　

➄ 24,000 進入用スロープ　地盤改良

⑥ 17,000 周辺道路　地盤改良など

➆ 33,000 河川浚渫追加、仮置き場所　変更など

小計 832,000

⑧ 13,000 追加ボーリング費用など

⑨ 39,000 インフレスライド

⑩ 36,000 中止に係る費用など

小計 88,000

合計 920,000

 

② 改良深 追加 403,000 千円 

m25083
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※金額については概算

①障害物撤去 148,000千円

➆河川掘削 33,000千円

➆河川掘削 33,000千円

➄進入用スロープ 地盤改良

24,000千円

⑥周辺道路 地盤改良

17,000千円

⑧追加ボーリング 3箇所 13,000千円
③矢板追加 97,000千円

③矢板追加 97,000千円

陸上 ステージ 追加

④作業ステージ 追加箇所 110,000千円

障害物

静渓川

水上ステージ

当初計画 作業ステージ

静渓ポンプ場 建設箇所

※金額については概算



静渓ポンプ場建設（第 21-1）工事 概略工程表 

 

 

 

 

 

 

 

土木工事【静渓ポンプ場建設（第21-1）工事】

年 度 令和5年度 令和6年度 （2億円） 令和7年度

日 付 2月中旬 3月 4月～6月 7月～9月 10月～12月 1月～3月 4月～6月 7月～9月 10月～12月

契約回数 第4回契約変更 年度払い

現

場

作

業

内

容

等

〇

仮

設

材

料

発

注

〇

左

岸

側

　

基

礎

地

盤

改

良

工

〇

左

岸

護

岸

　

保

護

矢

板

設

置

〇

準

備

工

〇

仮

設

ス

テ

ー

ジ

　

設

置

〇

河

川

浚

渫

（4億円） 令和8年度 （4億円） 令和9年度 （3億8千万円）

1月～3月 4月～6月 7月～9月 10月～12月 1月～3月 4月～6月 7月～9月 10月～12月 1月～3月

年度払い 年度払い 竣工検査

〇

右

岸

側

　

締

切

矢

板

設

置

〇

右

岸

側

　

基

礎

地

盤

改

良

工

〇

後

仕

舞

い

〇

右

岸

側

　

本

体

施

工

〇

仮

設

ス

テ

ー

ジ

　

撤

去

〇

左

岸

側

本

体

施

工


